
(57)【要約】

【課題】半導体装置の電極と実装基板とを確実に接続す

ることより、製造不良の発生を防止することが可能な半

導体装置を提供する。

【解決手段】本発明の半導体装置１は、長手方向の両側

縁に複数の電極が形成された製造基板を個々に分割した

基板２に、半導体素子３が搭載され、分割によって形成

される端面９ａ，９ｂに、実装基板と接続するための接

続部１０が形成されている。この接続部１０は、製造基

板を分割する位置に形成されたスルーホール１６に金属

膜を設けたものであり、半導体素子３のグランドと導通

させたものである。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
長 手 方 向 の 両 側 縁 に 複 数 の 電 極 が 形 成 さ れ た 製 造 基 板 を 個 々 に 分 割 し た 基 板 に 、 半 導 体 素
子 が 搭 載 さ れ た 半 導 体 装 置 に お い て 、
前 記 分 割 に よ っ て 形 成 さ れ る 端 面 に 、 実 装 基 板 と 接 続 す る た め の 接 続 部 が 形 成 さ れ た 半 導
体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 接 続 部 は 、 前 記 製 造 基 板 を 分 割 す る 位 置 に 形 成 さ れ た ス ル ー ホ ー ル に 金 属 膜 を 設 け た
も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 接 続 部 は 、 前 記 半 導 体 素 子 の グ ラ ン ド と 導 通 さ せ た も の で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載
の 半 導 体 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 両 側 縁 に 電 極 が 形 成 さ れ た 製 造 基 板 を 個 々 に 分 割 し た 基 板 に 、 半 導 体 素 子 が
搭 載 さ れ た 半 導 体 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 半 導 体 装 置 は 、 長 手 方 向 の 両 側 縁 に 電 極 が 形 成 さ れ た 製 造 基 板 に 、 複 数 の 半 導 体
素 子 を 搭 載 し 、 半 導 体 素 子 の 各 端 子 と 製 造 基 板 の 電 極 と を ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ し 、 樹 脂 で
モ ー ル ド し た 後 に 、 ダ イ サ ー で 個 々 に 分 割 し て 製 造 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 従 来 の 他 の 半 導 体 装 置 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ は 、 従 来 の 半 導 体 装 置 の 平 面 図 で あ る
。 半 導 体 装 置 ２ ０ は 、 両 側 縁 に 電 極 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ が 形 成 さ れ た 基 板 ２ １ に 半 導 体 素 子 ２
２ が 搭 載 さ れ て い る 。 基 板 ２ １ は 、 長 手 方 向 の 両 側 縁 に 電 極 が 形 成 さ れ た 製 造 基 板 を ダ イ
サ ー で 切 断 し て 個 々 に 分 割 し て 形 成 さ れ る 。 基 板 ２ １ に は 、 電 極 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ に 接 続 さ
れ た 配 線 パ タ ー ン ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 配 線 パ タ ー ン ２ ４ が 半 導 体 素 子 ２ ２ に 形 成
さ れ た 端 子 ２ ６ と ワ イ ヤ ２ ５ を 介 し て 接 続 さ れ る こ と で 、 半 導 体 素 子 ２ ２ と 電 極 ２ ３ ａ ，
２ ３ ｂ と を 導 通 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ５ ８ ９ ２ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 図 ３ に 示 す 従 来 の 半 導 体 装 置 は 、 電 極 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ が 基 板 ２ １ の 両 側 縁 の み
に 形 成 さ れ て い る の で 、 こ の 半 導 体 装 置 を 実 装 基 板 に 搭 載 し て 仮 接 着 し 、 リ フ ロ ー に よ る
半 田 付 け を 行 う 場 合 、 熱 風 や 振 動 な ど に よ り 半 導 体 装 置 が 実 装 基 板 に 仮 接 着 し た 位 置 か ら
、 電 極 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ が 並 ぶ 方 向 と 直 交 す る 方 向 （ １ ） も し く は 方 向 （ ２ ） へ ず れ る こ と
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の ず れ に つ い て 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ の 従 来 の 半 導 体 装 置 を 実 装 基 板 ２ ７ に 仮 接 着 し た 状 態 を 示 す 図 で 、 （ ａ ）
は 斜 視 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 実 装 基 板 ２ ７ の ラ ン ド パ タ ー ン ２ ８ は 、 実 装 す る 半 導 体 装 置 の 位 置 に 合 わ せ て 形 成 さ れ
て い る 。 ラ ン ド パ タ ー ン ２ ８ の 長 さ は 、 半 導 体 装 置 の 電 極 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ と 半 田 ２ ９ で 接
続 す る た め 、 半 導 体 装 置 を 載 置 し て も 電 極 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ か ら 少 し 露 出 す る よ う に 形 成 さ
れ て い る 。 ま た 、 ラ ン ド パ タ ー ン ２ ８ の 幅 は 、 半 田 ２ ９ が 流 れ て 隣 接 す る ラ ン ド パ タ ー ン
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２ ８ と 短 絡 す る こ と を 防 止 す る た め に 、 電 極 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ と 同 程 度 の 幅 で 形 成 さ れ て い
る 。 従 っ て 、 ラ ン ド パ タ ー ン ２ ８ は 、 実 装 基 板 ２ ７ に 矩 形 状 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 実 装 基 板 ２ ７ の ラ ン ド パ タ ー ン ２ ８ に 半 導 体 装 置 を 仮 接 着 後 、 リ フ ロ ー に よ る 半 田
付 け を 行 う 場 合 、 半 導 体 装 置 は 、 実 装 基 板 ２ ７ の 端 子 領 域 で あ る ラ ン ド パ タ ー ン ２ ８ の 短
手 方 向 と な る 電 極 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ が 並 ん で い る Ｆ ２ 方 向 の 応 力 に 対 し て は 、 ラ ン ド パ タ ー
ン ２ ８ の 幅 は 電 極 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ の 幅 が 同 程 度 な の で 、 溶 け た 半 田 の 表 面 張 力 が 働 く 。 従
っ て 、 電 極 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ に 対 し て 、 ラ ン ド パ タ ー ン ２ ８ の 上 面 に 引 き 戻 さ れ る 力 が 働 く
の で 、 半 導 体 装 置 が 、 実 装 基 板 ２ ７ の 所 定 の 位 置 か ら ず れ る こ と が 抑 止 さ れ る 。 こ れ は 、
セ ル フ ア ラ イ メ ン ト と 呼 ば れ る 効 果 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し 、 Ｆ ３ の 方 向 の 応 力 は 、 ラ ン ド パ タ ー ン ２ ８ の 長 手 方 向 の 力 な の で 、 溶 け た 半 田
の 表 面 張 力 が 弱 く 、 電 極 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ が ラ ン ド パ タ ー ン ２ ８ の 上 面 を 滑 る よ う に 位 置 ず
れ が 発 生 し や す い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 っ て 、 リ フ ロ ー に よ る 半 田 付 け を 行 う 際 に 、 こ の 方 向 に 半 導 体 装 置 の 位 置 ず れ が 起 こ
り 、 半 導 体 装 置 と 実 装 基 板 と の 接 続 不 良 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の た め 、 出 荷 検 査 の 際 に は 、 半 導 体 装 置 が 期 待 通 り の 動 作 を し な い た め 製 造 不 良 と し
て 扱 わ れ 、 修 理 等 に 工 数 を 要 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 半 導 体 装 置 の 電 極 と 実 装 基 板 と を 確 実 に 接 続 す る こ と よ り 、 製 造 不 良
の 発 生 を 防 止 す る こ と が 可 能 な 半 導 体 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 長 手 方 向 の 両 側 縁 に 複 数 の 電 極 が 形 成 さ れ た
製 造 基 板 を 個 々 に 分 割 し た 基 板 に 、 半 導 体 素 子 が 搭 載 さ れ た 半 導 体 装 置 に お い て 、 前 記 分
割 に よ っ て 形 成 さ れ る 端 面 に 、 実 装 基 板 と 接 続 す る た め の 接 続 部 が 形 成 さ れ た 半 導 体 装 置
と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 長 手 方 向 の 両 側 縁 に 電 極 が 形 成 さ れ た 製 造 基 板 を 個 々 に 分 割 し た 基 板 に 、 半 導 体 素 子 が
搭 載 さ れ た 半 導 体 装 置 に お い て 、 分 割 で 形 成 さ れ る 端 面 に 実 装 基 板 と 接 続 す る た め の 接 続
部 が 形 成 さ れ た こ と に よ り 、 電 極 が 並 ん だ 方 向 と 直 交 す る 応 力 に 対 し て も 、 前 記 接 続 部 が
実 装 基 板 と 接 続 し て 位 置 ズ レ を 防 止 す る の で 、 半 導 体 装 置 と 実 装 基 板 と を 確 実 に 接 続 す る
こ と が で き る 。 よ っ て 、 製 造 不 良 の 発 生 を 抑 止 す る こ と が で き 、 余 計 な 修 理 工 数 な ど を 削
減 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た 第 １ の 発 明 は 、 長 手 方 向 の 両 側 縁 に 複 数 の 電 極 が 形
成 さ れ た 製 造 基 板 を 個 々 に 分 割 し た 基 板 に 、 半 導 体 素 子 が 搭 載 さ れ た 半 導 体 装 置 に お い て
、 分 割 に よ っ て 形 成 さ れ る 端 面 に 、 実 装 基 板 と 接 続 す る た め の 接 続 部 が 形 成 さ れ た 半 導 体
装 置 と し た も の で あ り 、 分 割 し て 形 成 さ れ る 端 面 に 実 装 基 板 と 接 続 す る た め の 接 続 部 を 形
成 す る こ と で 、 半 導 体 装 置 を 実 装 基 板 に 接 続 す る リ フ ロ ー に よ る 半 田 付 け の 際 に 、 電 極 が
並 ぶ 方 向 と 直 交 す る 応 力 に 対 し て も 、 前 記 接 続 部 が 実 装 基 板 と 接 続 し て 接 続 強 度 を 増 す こ
と が で き る の で 、 位 置 ず れ が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た 第 ２ の 発 明 は 、 接 続 部 は 、 製 造 基 板 を 分 割 す る 位 置
に 形 成 さ れ た ス ル ー ホ ー ル に 金 属 膜 を 設 け た も の で あ り 、 接 続 部 の 製 造 基 板 を 分 割 す る 位
置 に 金 属 膜 を 形 成 し た ス ル ー ホ ー ル を 設 け る こ と に よ り 、 容 易 に 接 続 部 を 形 成 す る こ と が
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で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た 第 ３ の 発 明 は 、 接 続 部 は 、 半 導 体 素 子 の グ ラ ン ド と
導 通 さ せ た も の で あ り 、 接 続 部 を グ ラ ン ド と す る こ と に よ り 、 さ ら に グ ラ ン ド が 強 化 さ れ
た 半 導 体 装 置 と す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 高 速 動 作 す る 半 導 体 素 子 を 搭 載 し た 場 合 で も
ノ イ ズ に よ る 誤 動 作 や 、 半 導 体 素 子 の 発 振 な ど を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 に つ い て 、 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 １ は 、 基 板 ２ に 半 導 体 装 置 の
一 例 で あ る 光 電 変 換 素 子 ３ を 搭 載 し 、 樹 脂 ７ で 封 止 し た 面 実 装 型 の 光 電 変 換 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 光 電 変 換 素 子 ３ は 、 図 示 し な い 受 光 部 お よ び 演 算 部 と 、 外 部 と の 接 続 を 行 う 端 子 ４ と を
有 し て い る 。 受 光 部 は 入 射 し た 光 信 号 を 電 気 信 号 に 変 換 し 、 演 算 部 に て 信 号 処 理 し て 端 子
４ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 端 子 ４ は 、 光 電 変 換 素 子 ３ の 電 位 の 基 準 と な る グ ラ ン ド 端 子 と 、 電 源 を 供 給 す る 電 源 端
子 と 、 入 出 力 す る 信 号 端 子 か ら 構 成 さ れ 、 光 電 変 換 素 子 ３ の 端 部 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の
端 子 ４ の 個 数 は 、 光 電 変 換 素 子 ３ の 機 能 や 規 模 な ど に よ り 適 宜 決 ま る が 、 図 １ に 示 す 光 電
変 換 素 子 ３ で は 、 ８ 個 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 基 板 ２ は 、 長 手 方 向 の 側 縁 に 電 極 が 形 成 さ れ た 製 造 基 板 を ダ イ サ ー な ど で 個 々 に 分 割 す
る こ と で 、 側 縁 端 辺 ８ ａ ， ８ ｂ に 電 極 ５ を 設 け て い る 。 ま た 、 基 板 ２ は 、 こ の ダ イ サ ー に
よ る 分 割 で 形 成 さ れ る 端 面 ９ ａ ， ９ ｂ に 実 装 基 板 と 接 続 す る た め の 接 続 部 １ ０ が 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 基 板 ２ は 、 電 極 ５ と 接 続 さ れ る 配 線 パ タ ー ン ６ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 基 板
２ の 中 央 部 分 に は 、 光 電 変 換 素 子 ３ が 搭 載 さ れ 、 接 着 剤 で 固 着 さ れ て い る 。 こ の 基 板 ２ と
光 電 変 換 素 子 ３ と の 接 続 面 に は 、 グ ラ ン ド パ タ ー ン １ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の グ ラ ン ド パ タ ー ン １ １ は 、 半 導 体 装 置 １ の グ ラ ン ド に 割 り 当 て た グ ラ ン ド 電 極 ５ ａ
に 接 続 さ れ て い る 。 グ ラ ン ド 電 極 ５ ａ は 、 光 電 変 換 素 子 ３ の グ ラ ン ド に 割 り 当 て た グ ラ ン
ド 端 子 ４ ａ と ワ イ ヤ １ ７ で 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 グ ラ ン ド パ タ ー ン １ １ は 、 光 電 変 換
素 子 ３ お よ び 実 装 基 板 の グ ラ ン ド と 接 続 さ れ る こ と で 、 実 装 基 板 か ら の ノ イ ズ を 抑 止 す る
シ ー ル ド と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 極 ５ は 、 基 板 ２ の 端 部 に 断 面 コ 字 状 に 形 成 さ れ て お り 、 実 装 基 板 に 形 成 さ れ た 電 極 に
面 実 装 で 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 接 続 部 １ ０ は 、 複 数 の 半 導 体 装 置 １ を 形 成 す る た め の 製 造 基 板 の 基 板 ２ と な る そ れ ぞ れ
の 境 界 に 金 属 膜 が 形 成 さ れ た ス ル ー ホ ー ル を 設 け て お り 、 ダ イ サ ー で ス ル ー ホ ー ル を 分 割
す る こ と で 、 半 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 接 続 部 １ ０ は 、 グ ラ ン ド パ タ ー ン １ １
と 接 続 パ タ ー ン １ ２ に よ り 接 続 さ れ 、 ワ イ ヤ １ ７ を 介 し て 光 電 変 換 素 子 ３ と 接 続 し て い る
の で グ ラ ン ド と し て 機 能 す る 。 こ の 接 続 部 １ ０ を 実 装 基 板 に 設 け た グ ラ ン ド と 接 続 す れ ば
、 半 導 体 装 置 １ の グ ラ ン ド が 更 に 強 化 さ れ る の で 、 高 速 動 作 す る 光 電 変 換 素 子 を 搭 載 し た
場 合 で も ノ イ ズ な ど に よ る 誤 動 作 や 半 導 体 素 子 の 発 振 な ど を よ り 効 果 的 に 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 接 続 部 １ ０ を 端 面 ９ ａ ， ９ ｂ の ２ 箇 所 設 け て い る が 、 ど ち ら か
の 端 面 の １ 箇 所 と す る こ と も で き る が 、 実 装 基 板 へ の 接 合 の 際 に 、 接 着 強 度 を 高 め る 上 で
は 、 両 端 面 ９ ａ ， ９ ｂ に そ れ ぞ れ １ 箇 所 以 上 設 け る 方 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 図 ２ に 基 づ
い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 図 で
あ り 、 （ ａ ） は 製 造 基 板 の 平 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 製 造 基 板 に 光 電 変 換 素 子 を 搭 載 し た 状
態 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 製 造 基 板 を ダ イ シ ン グ で 個 々 の 半 導 体 装 置 と し た 状 態 を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 製 造 基 板 １ ５ は 、 長 手 方 向 の 両 側 縁 に 実 装 基 板 と 接 続 す る た
め の 電 極 ５ と 、 光 電 変 換 素 子 ３ と ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ で 接 続 す る た め の 配 線 パ タ ー ン ６ と
、 グ ラ ン ド パ タ ー ン １ １ と 、 接 続 部 １ ０ と な る 金 属 膜 が 形 成 さ れ た ス ル ー ホ ー ル １ ６ と 、
ス ル ー ホ ー ル １ ６ を 配 線 パ タ ー ン に 接 続 す る た め の 接 続 パ タ ー ン １ ２ と が 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 製 造 基 板 １ ５ の グ ラ ン ド パ タ ー ン １ １ が 形 成 さ れ た 位 置 に 、
光 電 変 換 素 子 ３ を 搭 載 し て 接 着 剤 で 固 着 さ せ る 。 そ し て 、 光 電 変 換 素 子 ３ の 端 子 ４ と 配 線
パ タ ー ン ６ を ワ イ ヤ １ ７ で 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 製 造 基 板 １ ５ の 個 々 の 半 導 体 装 置 １ と な る 境 界 １ ８ を ス ル ー
ホ ー ル １ ６ を 切 断 す る よ う に ダ イ サ ー で 分 割 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 分 割 に よ り 、 実 装 基 板 と 接 続 す る た め の 接 続 部 １ ０ が 半 円 柱 状 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 樹 脂 ７ で 光 電 変 換 素 子 ３ を 封 止 し て 、 図 １ に 示 さ れ る 半 導 体 装 置 １ と す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の よ う に 製 造 さ れ た 半 導 体 装 置 １ は 、 電 極 ５ が 並 ぶ 方 向 と 直 交 す
る 方 向 Ｆ １ の 応 力 に 対 し て も 、 そ れ ぞ れ の 両 側 縁 に 形 成 さ れ た 電 極 ５ の 接 続 面 と 、 接 続 部
１ ０ の 接 続 面 と が 作 用 す る 。 従 っ て 、 リ フ ロ ー に よ る 半 田 付 け を 行 う 場 合 で も 、 半 導 体 装
置 の 位 置 ず れ が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は 、 前 記 実 施 の 形 態 に 限 定
さ れ る も の で は な く 、 基 板 に 半 導 体 素 子 を 搭 載 し た 半 導 体 装 置 の ほ か 、 リ ー ド フ レ ー ム に
半 導 体 素 子 を 搭 載 し た 半 導 体 装 置 と し て も 適 用 す る こ と は 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 装 置 の 電 極 と 実 装 基 板 と を 確 実 に 接 続 す る こ と が で き る の で 、 長 手 方
向 の 両 側 縁 に 電 極 が 形 成 さ れ た 製 造 基 板 を 個 々 に 分 割 し た 基 板 に 半 導 体 素 子 が 搭 載 さ れ た
半 導 体 装 置 に 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 図 で あ り 、 （ ａ ） は
製 造 基 板 の 平 面 図 、 （ ｂ ） は 製 造 基 板 に 光 電 変 換 素 子 を 搭 載 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 、 （ ｃ
） は 製 造 基 板 を ダ イ シ ン グ で 個 々 の 半 導 体 装 置 と し た 状 態 を 示 す 図
【 図 ３ 】 従 来 の 半 導 体 装 置 の 平 面 図
【 図 ４ 】 図 ３ の 従 来 の 半 導 体 装 置 を 実 装 基 板 に 仮 接 着 し た 状 態 を 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 斜 視
図 、 （ ｂ ） は 部 分 拡 大 断 面 図
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 　 半 導 体 装 置
　 ２ 　 基 板
　 ３ 　 光 電 変 換 素 子
　 ４ 　 端 子
　 ４ ａ 　 グ ラ ン ド 端 子
　 ５ 　 電 極
　 ５ ａ 　 グ ラ ン ド 電 極
　 ６ 　 配 線 パ タ ー ン
　 ７ 　 樹 脂
　 ８ ａ ， ８ ｂ 　 側 縁 端 辺
　 ９ ａ ， ９ ｂ 　 端 面
　 １ ０ 　 接 続 部
　 １ １ 　 グ ラ ン ド パ タ ー ン
　 １ ２ 　 接 続 パ タ ー ン
　 １ ５ 　 製 造 基 板
　 １ ６ 　 ス ル ー ホ ー ル
　 １ ７ 　 ワ イ ヤ
　 １ ８ 　 境 界
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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